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當場從報には航驗中のものにありても不取敢中間報吿を要 

すると認、めらるる實驗觀察のか項及び派生的事項なるも笑務 

上・冬考となるべきものを登載す。

本號には典に從報第夫號全以て發表せる冬期運材事業に於 

• «

ける時間硏究中 『玉植運材』に關する彌吿に次ぎ「バチ・橘運 

材』及び『人力藪出に就て』の時間硏纽に關する成績を轉 

錄せり。•
ヽ »

昭和二十一年十月

帝室林野局北海道林業萍驗場長

林學叫士 原 田 泰
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I緒 言

1

冬期運材が業に於ける時間硏究は,昭莉】十六年以來,主として玉柩運材に就 

いて行ったのであるが,昭和十九年度に於ては,長距離運材として實施せらる 

ゝ,バチ拙運材,所訓下曳きに就て調禿を行ったものである,。

本硏究に於て,共の目的とする所は,玉福運材の場合と同樣に,一定地域に 

り:、いて,從來作業の距圍に於ける時間研究を行ひ,之によって不要作業の摘出 

をた」別に定めたド:準作業に専き,以て實施地域の工程管理の確立,作業の 

会「:化,勞務者つ敎育,器JIの改善等に資せんとするも公也ある。

本硏究の實施は,昭和十九年三月,當局定山漢出張所部內,小博事業踞,區 

用班的(湿の淳)內土場より,烈平町字定山溪,定山溪鐵道錦橋停車場隣接常 

局土場に到る約8.4籽間に於いて,行・ったものであって,玆に硏究方法の槪要 

と,結果の一部を報吿するものである。

この硏究に當り,終始御教示を賜った,場長原用障士,並に各般に亘って御・ 

援助を與へられた,定山溪出張所長田中技師,並に畠山技手,及び當場哭戶技

「に深甚なる謝意を表する次第である。

I！バチ横運材 (

バチ桶を用ひた雪上運材法は,舌くから東北地方に於て,人力バチとして, 

又馬橘にて長大材の運搬の場合に,從架用として使用された記録があり,北海 

道に於ては,馬匹牽引によるバチ橘が使用され,殊に長距離運材の場合に,優 

秀性が認められた結果,改良が加へられ,復式バチ橘等の出現により,中間土 

功；より,驛土場等に至る固定曲な,然も良好な槌道に於ける運材用として,こ
X •

のバチ福を前後二爲使用した,バチバチ運材が廣く採用されてゐるのである。

1.前バチ楹の南造

前バチ橘の構造は,二本の橘の中央より稍々後方に,荷物を載せる主遊木をー 

よルトを以て各々に取付け,尙橘の前端に,橘の誘導の爲と,前バチ橘のみに
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材料は,主としてナラ,カバ等・の强钗な木材を用ひ,裏張の平鋼は,厚3〜6 
耗の軟錮板を用ひ,之を徑10耗內外のボルト,4〜6本にて橇に取付ける。

普通の前バチ招の大きさは次の如くである。

橇 巾 14〇〜220耗

同 厚 3〇〜40旗 ・

主遊木取付部厚 12〇〜150耗
橇全長 1,50〇〜2,000耗

主遊木取付部と前端との距離 1,00〇〜1,500耗
裏金厚 3〜6耗 ,

て節單な秋荷をなす場合の爲に,副遊木をボルトを以て各々に取付けたもので 

あって,之等槌と主副遊木によって組立てられた構造は,多少の弛みえ持たせ, 

曳行際の地形共他に應じ,不都合を生ぜぬ様組立てられてある。尙拙の裏面に 

は平銅を貼付け,久各機には主遊木取付位也の附近に曳鎖を取付けるシャック 

ルを有し,其の前方には,眼鏡ボルトを以て胴掛鎖を取付けて,通常第一圖の 

如き形狀である。

3

同 巾 8 6〜10耗

植中心間距離 50〇〜800耗

主遊木巾 12〇〜150耗

同 厚 10〇〜1"耗

同 長 1,00〇〜1,400耗

副遊木巾 10〇〜］20耗

同 厚 8〇〜100耗

同 長 80〇〜1,00 谜

構と主遊木との取付には徑16〜19耗のボルトを用ひる。副遊木の取付には徑 

12%內外のポルトを用ひる。楹前端には梶棒を取付ける爲の,梶棒銀(徑$耗 

内外,鈕中心徑60耗內外)を付けた眼鏡ボルト,又は梶棒取付具(梶棒を挿込 

な釦板製向筒)の蝶番を備へる。

前ーバチ橘に附屬する鎖類としては,次の如きものが掲げられる。

ア曳 鎖 ～

前バチと曳木との連絡に用ひ,一端は各機の主遊木取付部に設けられ 

たシャツクルに付’き,他端は簪鑽に取付く。

徑 1〇〜13耗

長 1,30〇〜1,600耗

數量 2本

イ胴掛鎖

桶の主遊木取付部前方に眼鏡ボルトにて取付け,木材の荷作に用ひ, 

締付はネヂ棒又は締金具を用ふ。

径 9〜12耗
長 2,800〜3,200耗

! ヽ

數量 2本
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ウ 街止鈕 〇

一端を容鈕に取付け,他端に録を右し 勾配;こ於て犠の前方を由して 

録を材に打込む。

彳堡• 8〜10耗の纱又は钢索 ・

長 1,500耗內外

數域 1本
エ木口 録

兩端に鈕を右し,荷の緊定の爲兩邪下部丸太の木口に録を打ち込むー、 

共の呉さの調節は,筑の中間にヘビ銀を有し,之を適宜か個所の"に’繫 

ぎて行ふ。

徑 9耗內外

5

I後バチ橘の構造は,殆ど前バチ槌と同様にして,橘と遊木とより組立ち,權 

には哭金を贴付け,稱の遊木取付部附近に胴掛災と,橘の前端には鼻化録,及 

び左右の犠を結ぶ連絡鎖を冇する。尙連絡曳行する場合に使用するものには, 

前後バチ掬川の浊結のため,鎖を裝備するものがある。共の形狀は通常第二阐 

の如きものである。

材料並に遊木,骐金の取付方法は前バチ揺と同樣である。

普通の後バチ槌の大きさは次の如くである。

機.巾 ・ 14Q〜220耗

同 ,厚 3〇〜40耗

遊木取付部厚 12〇〜、150衽
楹全長 1,50〇〜2,000耗

遊木収付部と前端との釦離 1,000〜1,500耗

裏金厚 ヽ3〜6耗

同 巾 6〜10耗

權中心間距離 30〇〜800耗

遊木巾 12〇〜150耗

同 厚
f

10〇〜140耗

同 巾 1,00〇〜1,400耗

後バチ楹に附屬する鎖類としては,次の如きものが揭げられる。

ァ鼻・止鎧

犠の前端に付き,他端には小形の鎧を有し,之を材に打込み,楹初誘、

導をする。

徑 6〜9耗の鎖又は徑6耗の鋼索(24本6撚)を用ふ

・長 1,20〇〜1,600耗
數量 2本、 -
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ィ胴掛鎖 .’

槌の遊木取付部前方に眼鏡ボルトにて取付け,木材の荷作に用ひ,舗 

付けネヂ棒又は締金具を用ふ。

徑 9〜12耗,

長 2,80〇〜3,200耗

數最 2本
ウ連絡鎖 ・

, 左右橫の前端を連絡し,曳行に當って桶の移行を防ぐ。

徑 6〜9耗

長 60〇〜800耗

數址 1本
以上の外,前バチ橘と同株の木口録を用ひ荷を緊定する〇

3•曳行器具:

バチ概述材に於て,曳行に當り使用する器具としては,次の如きものが用ひ 

られる。

手綱’モクシ,ガラ,菠形,背釣,腹帶,尾廻し,胴引,梶棒。

尙曳木は通常イタヤ,ナラ等を用ひ,巾120耗,摩100耗,長1,100朽內外 

であって,兩端に止鈎(へビ鎖)を設け,之に胴引を連結する。中央部にはシ 

ャツクル(彳里16耗內外)をボルト(徑16若E內外)を以て取付ける。曳木に取付 

けらめたシャックルと,曳鎖との連結には,磐鎧(徑16耗內外)を用ふ。

4•附@器具

運材に際し馬夫の使用する器具は,槪ね次の如くである。

丸型シャベル 1 丁 除雪,道修繕用

木廻し ・ ! 丁 轉材用

鳶 1 丁 同

第 表 時 間 研
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定山溪出張部内小樽内事業區

瀧】澤流•域區劑班• 33 (バチ埴運材)

搬路黨測圖

凡 例

バ、チ橇,運材路 ---------- 扣•2022

® A,B

©AB
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手 斧 1 丁 節打,面取用

涝 一車:(鈿製,滞車徑10〇〜120耗) !ケ 丸太曳出我揃用

鋼 索(徑1〇〜13耗,19本6撚) 20米 丸太曳出荷揃用

以上の內,滑車及鋼索は使用せざる馬夫もあるが,斯る者は通常鉅史により 

荷揃を行ふ。

この外,鸵,手鋸等,及鎖,録,シャツクル等の琼備品を若干携行する。

•5.秋荷及び曳行法

弑荷法及び共の數並等は,土場狀態,搬距狀況,木材"の形狀,習慣等により 

乡少の差異は認めらるゝも,一般に気核となし,運材能率の昂上を計ってゐる。

曳行法としては,搬路狀況,雪質等により,單獨乃至は重連をなす。

1硏究作業

本硏究作業の實施に當っては,次の如き條件に於て進めたのである。

1. 硏 究 員

硏^員としては,從來作業硏究,時間硏究を推當した,筆者及び當試驗場職 

員が之に從事した。

2. 硏究用器具

秒時計 备分

時間硏究用.紙 第一表に示す

觀測板

3撒路狀況及び氣象條件

搬路狀況 第二表及第三,

,四圖に示す

氣象條件• 第三表に示す

4.作業方法、

本硏究に於ては,先づ作業者が從來

213
30
18

つ

橋土場

8.410

第二表撒路狀況

平均路說延長籽 

,ノ濃急％ 
勾隣I平均％ 

最小曲線牛徑米 

道 巾 米

作業地物梅内事業畦

第三表氣象條件

關査
月 H 天候

6時j 14時 
氣温氣溫

g 
択m am

3月14日 喑 一 うヾ 8 〇
\

1.17 濕

3月15日 晴 -7 C 6 0 1.17 濕



心なりと考へて實行し來った方法によつ 

て,作樂をなさしめ,共の件業者が快適な 

りと,信する工程を基礎として,時！山E’敝 

を行ったものであろ。

作業方法としては•作業ッの眺係上,辟 

土場附近に俄舍を枝定せる爲,始業の際は 

馬の単備をなし,照舍前より旧に曳邸几 

バチ林附牛器具等の雖備,坡弟をなして 

空パチを曳行して作業地に到る。此伐に於 

て作業者は一時曳行を止め,シャベル,木 

廻し,焉等の器其を持ちて土場に到り,除 

三を行ふと共に材の狀祝を蒯査し,共のほ 

狀,秋荷數麻及び同要領等により,材の电 

出順序箸;を後め定め,更に適當なる荷作揚 

所を準備したる後馬の位俗に戾り,バチ 

を更に進めて,荷作場所に赴き,方向艸換 

をして馬を外す。馬は曳行器具を附したる 

儘,除雪をなしたる丸太cp元に進み,之を 

鎧曳か或は附近立木を利用して,滑車,鍋 

索を用ひて曳出し,荷作場所に置く。斯る 

操作を繰返して豫定の丸太を曳出したる後’ 

前,後のバチ槌を適當間隔に配置し稍荷を始 

める〇最下段の却荷を終へたる時,南j後共 

左右兩端の丸太の木口に,木口鎧を打込み 

緊定する。然る後上部の私荷を行ひ,完了

9

すれば可掛筮を掛け,ネヂ择又は締金具により締付ける。更に後バチに於て, 

鼻止録を打ちて,荷作作業が完了することになる。共の後史木と曳Liを連結じ 

附間器具を取那めて,せ荷史行を行ふ。此の間適宜の時囲に於て,貫企飼付を 

なす。土细こ到舟すれば,檢尺員によって寸檢がなされ,樹瓯長徑級,品％ • 

別;こ,位置が示されて,所定の場所迄曳行し,鳏,鎖,共他の器共を外して, 

荷出jの準備をし,捲立夫と共に材を動す。之によって作業を終了し,直に次の 

準尚として,バチ插,共他の器具を取斂め,曳行に便利な浅に荷造りをして宣 

舍に戾る。

尙劳務者の組檄は,組頭の下に各勞務者が時し,總、て事業所の監督下に作業 

,こ當る。本作業に於ては,一組20名內外であって,各勞務者が点次運材•を行び 

その賃・金の仕拂方法は,各人の功程に基き,一ヶ月間の運材々仙によって計算
. V

される。 パ ・・ 、

5•作 業、 ・者 ゝ

本硏究に於ける作業者としては,作業並に時間硏究に於ける條件を滿足さす 

と共に,技術的,閥力的に中庸と招、料せらるゝものに付聽定したものである。 

本作業；こ於ける勞務者(馬夫)10名の嘴:力測定に基く平均値は第四表に示す通

,•馬匹の決定に當っては,馬匹共自牘に就いてあ格,能力等の査定を行ふので
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あるカ:,本硏究に於ては,前記作業者の所有馬匹を以て定めたものである。共 

の閱格は第六表に示す通りである。

第五表 • 作業者の應格

朋査年度
採脸
绊殴

”長 M成 胸圍 學歷 年齢 備考!

1 9年 5
cm

155.2
心

*

cm
95.5 初卒 44 甲’

19年 i ,667 58.1 91.0 38

第六表、 馬匹の眼格

御査年度
純驗 
年敗 稲別 馬丈 年儡 特旻 性別 備考,

19 年 5 ベノレ雑

CDJ
163.6 9 芦毛 牝

甲［

19年 2 ベル锥 162.1 7 鹿毛 牡 乙・

7.器 具

•運材用器具は,總て各作業者が從來使用せるものを採用し其の仕樣,寸法は 

第五,六晞に示すものである〇

8•連撤素材
運搬素材としては,官行によって採材季れ,中間土場に集材せられたるもの 

を取扱ひ,其の撰挥は各作業者の自由としたものであって,明細は時間觀測の 

項に示す通りである。

尙材址計算は現在の規格によって行ったものである。

IV標準作業の決定

標準作業の決定に當っては,從來の作業を調査して,動素に分析し,•之等動 

素の內本作業に必要なるものを摘出し,之を集めて比較的判然として,然も時 

問觀測に便利な要素作業に纏めたものであって,第七表に示すものである。尙 

之等の要素作業を更に集めて作業種別を定め,之によって全作業Q標準となL

バ‘チ第 セ 表



第 七 表, バ・チ楹運材ユ於ケノ］耍素作業

—
作 業 種 記號 要 索 作 業

・・・・—・・ .---- - —r———
分 折 作業種 配號 栗 素 作 業 分 折

A A| E 裝具ヲ朋ベル
パチ粘、曳木、梶林、域 
木廻、鳶、ス•ツブ____ 亠

:由
D

1->1 

檢尺 Dl 1 檢尺ヲスル 寸面記帷ヲスル

空 

植 

曳

曳 2 胴引ヲ掛ケル
_____ 正 荷 d2 Do 1 道具ヲ外ス

3 梶枠ヲ縛ル _______J
努

荷 2 胴締索ヲ外ス - 前後共

行 行 曳行 4 空柢ヲ曳行スル 3 鼻止fitヲ外ス

純 B Bi 荷

揃

準

備

Bj 1. 土場ノ狀況ヲ詞ベル 適材ヲ探ス 働 4 木口録ヲ外ス

荷
2 道具ヲ外ス

峠
5 荷ヲ仰ス

3 岛ヲ外ス 6 材ヲ動力ス

荷 4 除雪ヲスル 問 卸 卸 7 後バチ極ヲ付ケル

正 5 木直ヲスル 8 道貝•ヲ付ケル

荷 6 坦ヲ打ッ
鎖又八細索卜滑車ヲ川ヒテ也 
出準備ヲスル E E 1 宿舍ヨリ土場迄步ク

揃

7 材ヲ曳出ス 歩 行 2 土場ヨリ宿舍迄步ク

勞

8 鑲ヲ外ス 3 兩ヲ厩舍二入レル

揃 9 材ヲ揃ヘル
聲
整備F F 1 道具ノ修理又八部品ヲ交換ス 

ル

Bo B2 1 パチ楹ヲ置ク 前及後バチ桶ノ位置ヲ定メル G G 1 空Kチ曳行中ユ待合セル

穢 2 村ヲ積込ム
待 合

2 荷揃中二待合セル’

働
3 材ヲ動力ス 3 積荷曳行中二待合セル

4 木口銀ヲ打ツ
泡

4 荷卸中二待合セル <■»

作 5 前嗣締鎧ヲ打ツ II H 1 他ノ馬夫トノ打合ヲスル

6 後胴締録ヲ打ツ 不可避 2 一作業後ノ休息、ヲスル

時 荷 7 鼻止旗ヲ打ッ 3 排便スル

8 穢荷狀傾ヲ綢ベル

時

央 4 道ノ修理ヲスル

C C, 曳 Ci 1 馬ヲ付ケル 5 馬ガ休息スル

間

積 曳 行 2 胴引ヲ掛ケル ヽ I

乎 3 梶枠ヲ縛バル 可 避 〇・
荷

行
備 4 道具ヲ付ケル

曳
曳行 5 バチ撬ヲ曳ク

間 損、 火・

C2 Co 1 齒止鎖ヲ打ツ

行
圈」1

2 歯止銀ヲ外ス
井

J 
食

荷直6 c3 1 荷ヲ直ス’ 曳行中銀鎖ノI也ミヲ直ス
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たものである。

第五圖ノ二 讹パチ楹

----------------------- ノ2生〇——

V 關保因子の調查 ,

1.氣 温

冬期作業である關係上,氣溫の影響は全作業に及ぼされるものであって,殊 

に楹道の雪,氷質,楹の走行抵抗,作業者,馬匹の體質等は特に其の影響の大 

なるものである。本作業期間に於ける氣溫は前揭の如くにして,作業者,馬匹
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の履質的には治ど其の影纓が見出されざるも,機道は溫度上拜の爲,局部的に 

做写し,路面には滯水する等,曳行に際して桶の流れ,又は馬脚7>落ち込みを 

起し充分なる能力を發揮し得ざる狀態なり。

2. 雪 質

コ£質に就いては,氣溫上昇のため水分多 < ,曳行に對しては,良好なる狀況と 

云ひ難きも,調査時に於ける路面と新雪箇所の物理的性質は第八表に示す如

•きものである。

3, 他の作業者

本作業に於ては從來より,各作業者が比較的自由な行動を採りたるのと,-• 

本の橇道に2()頭內外の馬匹が運行する爲,他の作業者の作業狀態に起因する不 

測の彳寺合せをなす事があり,餘儀なき時間の空費が見受けられる。

13

第ハ踱 C5 質 調 花 表

パ チ 路 面

尚EJJH 天除 風力
闵査' 
(昉間

積毎 
量

網査
個所

氣温
寒ノ 
溫度

比瑚
度

密度 抗張 
力

剪 抗
力

I 

— 

_

I Q年3)]I6H

•

晴〕 10.10 ■
10.31
11.00
11.20

cm
95, 〇〜10

1〇〜ー〇

ー〇〜30
30～ 40

+ 0.5 4- 02 0.23
0.23
〇.%

0.1 r

〇上〇)

0S4J
〇.巧3
0.433'

1 c IIUU2J

i.75
1.1/

1.331

！備

考

•

京引 抵抗 叩g '

最 大浪 小 蟻 烦

上 0.284 0.145 | 0.200
下 0.275 0.050 0.137

•新 ts

誠齊月日|天候
風力

岡査
時間

積® 
痢

關査!时 
個所料・ふ

靈ノ
溫度

比鯉 
度

密度
抗浜抗妙・
カ カ

119年3月16日晴 3笠 14.06
cm

117
cm UC

〇 + 0.5 + 0.5 0.05 0.300 即頒
—

14.26 10 0.0 0.10 0.313 1.03
14.35 20 + 0.5 0.10 0.303 1.70
14.55 40 一 0.2 0.14 0.380 1.78

備 E
70 -0.2 0.29 0.433 1.38

率 引 抵 抗 虹屁

1 — 囘 略 二 冋 踏 三 间 踏 !

最大 最小 功頻 最大 最小 最損 最大 最小
最頻(

上 0.342
:下 0.333

0.233
0.167

0.25S
0 203

上 0.333
下 0.305

1

0.167
0.057

0.200
0.137

上 0.250
下 0.278

0.167
0.057;

0.1921
0.103'



4•關係作業

本作案に關聯を有する,山土場に於ける丸太の集紡方法・の良否は荷揃に於け 

・る所要蒔間に影響し,又下土場に於ける檢尺,オ並捲立作業の迎速は荷卸に際し 

彳等合せ‘俗の時間を左右するがが明かである。

』時間觀測

本研究に於ける時間觀測は,前述の要素作業に從ひ,植續法により測定を彳亍 

ったもので,之が結果は第九表に示す通りである。

正味時間の査定に當っては,異常時間に對する條件の變化が大なる爲,補吃 

撰れよの沈轮を轴ぜす測定時間を以て正味時間とした。之等觀測値を命術的平 

均法により算出した値を示せば第十表の通りである。

vn標準時間

標準時間の決定に當っては,諸般の條件が確定し,標华作業が決定されて妗 

めてなされるべきものであるカく,斯に^^ては,現在の狀祝を基礎とじ,各種:作 

藥の主要因子によって,次の如く觀測結果より簡單な算定を行ったものである

A被荷材拓を因子とするもの。

1.荷 揃

2•積荷

3. 檢 尺 、

4. 荷 卸

B運材距離を因子とするもの。

1•空桶曳行
2•積荷曳行’ •

C特異な條件を因子と扌るもの。’

1. 齒止ー急勾配の箇所數を因子とするもの。

2. 荷直一嚴密に考へる場合は普通時間中,可避損失であるが,作業の性質

15

バチ植運材に於ける時間觀測第九表ノー

綢性年月日 昭和19年3月 H H 作業我名 甲

勞働 の程｝ 類 所要略間 清正郭遗業!5 ,全作業に謂する％
J-l イ 〇 ✓ & |

知rt！曳！ 曳行华備 7分 1.65% 1.〃％
呢 行； 144 33.96 26.23

彿戒行
叶 151 35.61 27.50

荷荷 荷捕电備 39 9.20 7.10
正何描 荷 描 40 9.43 7.29

秋 荷 90 21.23 、 16.39
努作

叶 169 39.86 30.78
」収1 0i行哗瑚 5 1.18 0.91
彼行 皿 行! 86 20.28 15.66

止1 2 0.47 0.36
< 行荷. 直I 2 0.47 0.36
時i1 叶 95 22.41 17.30
丨荷・檢 尺 4 0.94 0.73
間•J荷

卸l 5 1.18 0.91
叫 肝 9 2.12 1.64
合 肝 424 103.03 77.23

步 行 13 — 2.37
醬整 備 9 — 1.61
油样 合 15 2.73

不 可 避扒 央 17 — 3.10
時n/ 過 抵 失 21 一 3.82
間!¢ 食］ 50 — 9.12
ーー ー含… 許 125 — 22.77

a
城・ 549 —1 100.00

•岡査場所 '定山渓出張所部內小楸內車業瓯湿ノ漂彊•削班33

\
運 掖 iR 材

樹 種 材 種 長 サ 徑 1材
t___

積

ト ド マ
リ 丸 太 12尺 せ寸 石僚

〃 〃 、リ 10.0 1'20

エ ゾ マ ッ リ 〃 75 '63

, 〃 〃 〃 9.5 103

〃 » 〃 〃 11.5 \\59

シ ナ ノ キ‘ー〃 〃 11-0 1：45

イ タ ャ 〃 9.0 ：97

合 計
:

! 零
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22 18

35.03一 

靈w

0.95% 
;,.•宀 

40.34
15.67

1.72 
14715 
3j.74

〇 W

0.57 0.51
j.j5 J.02

24.28 | !/•
1.34 I 1.19
2.29 ～(一 2 04
3.63 1 3.23
,).09 I
；— I

9 ' —z 1.-
5 — i
至 :！ 三

65
•、ー ' •

I 1.05
109.00

悶査場所 定山溪出强所部内小撮内爭業區術P洛’盅础班33

•釦ノ 」 稠・長 サ‘ 徑 仃

運 撤 索 材

ヽ ^ ッ 丸一 太 12尺 11.0 寸
:: 
1;45

〃 1 1 5 1；59
〃 V •/ 12.5 !：83
〃 〃 〃 9.5 LOS

リ 7.0 ■59

り り 9.0 ■91

〃 〃 〃 8.5 87
ニーソ,_7 ― ッ・ 

ハ〃

〃

グ

__9_
12

105
9.0

9
"•

〃 19 乙〇 74
合 計 1113

バチ极運材に於ける時間觀測第九野ノニ

期充年月日 昭和!9年 3月はH 作業者 名 乙

努働 の稿類 所票嘘間
純正作
對す

梁に
る %

全作業に貯する％

3
-
9
 
3
^
4
 
3
 

5

.5-
2
 

一
 3
 

・
7
 

1

2

 _
8
 

〇 
,
 

-

1

2

 

I

醫

通

時

問

步 
暫 

待 

不

合

行 

備

け 經 h 失

可 避 «1
技

a
合

ノ〜
計 

計

一
 6

9

2

饰

行
・
備

迫

荷

備

行
Ik"

一
 

—

,
」

二

厂

ニ

ニ

一
尺
卸

sir

一

ー
 

什

義
荷

術

荷
卸

83

扮
206

準

二

F
-

 
•
一

孝

 

行
ー
董

>

 

曳
01

一
荷
荷 

曳
虹 

曳

行

循

揃
粮

:!•-
•<.
行
歯 

系

网

荷

皿

一

閣

聞

純

正

勞

働

時

間

17

_____ 一・ ____ _
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兢 102

荷正

勞
164

～～95
2

空曳ぽI也心顼

120～7 
15

I & 行

..1-

0.54
25.82

荷荷描华的

二■I
尺 ・

102
i 363

曳,行la L谷
正

■/

•〇. •

0.3/
1

27.72
32.61 |～

_r 
 7.88
44.57 一

'"22.18

"0.32
2772

～ 100.00
18.S5
68.01

0.93 
9.03 
2.77

:
•1

100.00

月15日 作業若名］ • 乙

所耍’時間j §与作ご罗全作環にSiする％

_ 4分 | : ‘, 0. 4% '■
98 N6.63 18.11 ～

的査年月日 昭和19 I年3

勞働の浦類

運 撤 素 材

樹 稲 材、種 艮 サ 徑 材 稚

ト ド マ ッ 丸 太 12尺 8.0寸 石77

エ ゾ マ ッ 〃 6.0 43

ト ド マ ツ ク 〃 7.5 63

ナ ラ グ 13.5 2 19

〃 リ 15.5 288 .

〃 〃 〃 17.0 347

計 - 1042

陶 査 場所 定山琛出米所部内小戚內事業區滥ノ滓區到班33

第九表ノ四 パチ机槌材に於ける時間観測

曳

行

紡

檢

一
 
•

ー
合 

、
荷

皮

行
- 

⑴

間

間
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第十表 バチ植運材に於ける時間觀測 作業地 小橄内事業监

低 EU 班 33

阳 ic 期 1!!] 自昭和19年3月14H 至昭和19年3月15日

路 道 巾 2m

平 均 勾 BC 28%

線 史行 也距離 8.411 km

平 均提出同败 1同

〃 材積 10石

〃 木數 7木

1 本‘搭 石 數 1.43 石

作 業 稲
所要時問:卷%必方j切全作業に對する佑

知U,曳!曳 行準備 6 分 1.41% , 1.09%
富当行丨曳

行 139 32.70 25.23
純阳仃1 叶 145 34.11 26.、2

I冲1荷荷描準備 64 15.06 11.62
正［揃!荷 揃 30 7.06 5.44

ー丨積 荷 63 14.82 11.43
岱成! 叶 157 | 36.94 28.49

曳,;曳・ 行準備 3. | 0.71 0.54
働・ 一行'A 102 1 24.00 18.51

It！ ー型 3 〇 ！\ 0.54
・行诃 4 0.94 0.73
時 叶 112 26.36 20.32

ネ:左!檄 尺 4 0.94 0.73
11!]黑!荷 卸 7 1.65 1.27

UP !
肝 11 2.59 , 2.00

兪 叶 425 100.00 77.13
1步 行 8 — | 1.45

的・整 備 7 — 1.27
jjfi 待’ 合 23 — 4.17

不 可 避 扒央 40 — 1 7.26
時可 避 損 失 25 — 4.54
間ー技_______ 食 23 — 4.18

合・ 計 126 — 22.87
總 計 551 — 100 00
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上,撤歸の作設,保線の點より見て,作業者の責任となし得ない場合は, 

當然と祀•められる範圍內に於て,純屯勞働時間となした爲,之を決定厂 

ろ因子一は多珂多樣である。

’ 本硏究に於ては,10分間以內として之を認めた。

以上より求めた主要作案の單位：當所要時間は,第十一表の如くである。

第十一表 バチ機運村中に於ける各種作業の所要時間 •

作桀仙君 ・ 取Vr.

空 扱曳行 分/轩 |7.24

ノ 付 作 分’石 <S6I
弑 荷曳行 分海 I2.48
檢 尺 分/右 0.40
荷 卸 分/石 0.90

尙普通特間に於ては,各種餘裕と然らさるものに區別する。

A各極餘裕と見られるもの。、

a作業徐裕

i) 步行

ii) 馬及器具つ整備 ,

iii)各作業中の待合

b"職場餘裕

.i)他の馬夫との打合

c生理餘裕

i) 食事 /

幻排便 Z

d疲れ餘裕

D作業後の休息

ii) 馬の休息一馬の休息限度は,實情に基き,•馬が作業者の號令あるに 

も拘らず,曳行の動作を示さない時間が停止後30秒以上1分間以內

の場合とした。

此の限度以上は可避損失とする。

21

B 共の他

a搬路修理

荷直として認められる以外の搬路修理となすも,其の範圍は作業者が 

自己橘の曳行を,より以上古効ならしむる爲の修理を日める。

尙本洌査に於て,不可避損失とIて示された全作葉の7.26%の內,その主な 

るものは,無溫び上昇に基く,撮路鴻雪の爲"作業の困郁を來し,之に封し 

て作業晋が雪敷を行った小;こよるものであって,•全作業の5〜翔を示してゐる 

ものがある。又可避贝失に於ては,紡込場所の關係にょり.他の作業者の仙込 

が完了せざる爲出むを得ず之が秋荷を應援D,其の時間が全作業の"％にも達 

した世合があり比帔的大なる數字を表はしてゐる。

切摘 要

1バチ楹運材の時間硏究實施に當りては,定山溪出張所部內,小樽內小業 

區,傾副班33 (湖の澤)’より,錦悟停車場隣援當局土場間;こ於いて‘實行中の 

作業に就いて行った。

2硏究作業は從來作業著が坡善と信ずる方法により作業をなさしめ,之に對 

し要素作業の分析をなしたる後,時間硏究を行ひ,之によって不要作業の摘出 

をなして,能率的な標準作業に専く事を目的とした。

3作業者及馬匹の撰定に當っては,各作業者の功程並に體力調査を行ひ•中 

庸と認め得るものを定め,馬匹はその作業者所有のものを使用した。

4時間觀測の方法は繼續法により,之が算定法は算術的平均法によった。

5全作業時間中,純正勞働時間は77%,普通時間は23铭を示した。

6純正勞働時間中,最大を示した作業は,荷作にして28.49%を示し,空楹 

史行は26.32%,積荷曳行は20.32%にして,荷卸は僅に2%であった。



7普通時間中,不可避損失7.26偽を示せるのは氣溫上昇による搬路の楸$が 

あり,之が修理に時間を費したものであり,可避損失は稍込場の關係より他の 

作業先の税荷を應援せる結果比皎的多くの時間を要し4.26%を示してゐる。共 

の他竇食時間は4.18%,待合は4.17%,步行1.拓％,拒備1.27%を示してゐる。

冬期運材事業に於ける時間硏究
(第W報)

元出仕 小 熊 米 雄 

出仕 九 山 光 矣

'(3.人力薮出に就て)

I緒 言

n雪上集材作業 .

m人力藪出

w硏究作業

v標準作業の決定

V!關係因子の調査

vn時間觀測

郴摘 耍

一.i',...
i ' • . fc

_____ 一ー
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!緒 言

昭和十六年以來實施中の,冬朋運材町楚に於ける時間研究に役ては,主とし 

て馬匹利用の運材法を行ったのであって,之等運材作業は,’栗團作業とは云ふ 

もの、,殆ど個人的操作によって作業が進められて行くゆ係上,一人當の功程 

は或る程度迄判然とするものぎあり,只共の作業の進渉狀態が,全般的な林業 

勞働の施率と安全性に伽聯を右するものと解されるのである。然しながら造材 

を完了せる素材を,能率的な運材作業に移行せしめて,斯に 貫したー流れ作 

業」を構成する爲の,集材作業に關じては,素材の形狀,軍・ーが大にして,然 

も共の變化の範圍が大なる爲,一人の作業夫によって,纏った作業が"ひ難い 

結果,畜力又は機械力を利用せざる限り,數名の者がー團となって,作業に當 

らなければ所期の目的を達し得ないのである。殊に之等集材作業は,地況,林 

•況,伐採木密・,作業者の構成狀況妳關係因子が多く,之が作業硏究,時間硏 

究は可成困難を感じて居たのであるが,木寄作業功程に就いて加島繁太郞氏が 

「管內國有林に於ける伐木逆材法」(8)(昭和14年3月林曹何報265號)に發表さ 

れ,又最近に於いて,北大敎授大澤正之博士によって「雲上集材勞働の時間硏 

究」(昭和16年12月,日本林學會誌23卷12號)が發表せられ,集材作業に於ける 

科學的檢討が進められた事は,複雜視される之等の勞働過程の硏究に多大な參 

考とWるものである。

斯に於いて,本道雪上集材作業中,一般に行はれる急勾配,短距離の場合の： 

人力による轉落集材作業に就いて;時間硏究を試みたものである。•

本硏究に於て,其の目的とする處は,運材作業の場合と同様,從來作業の範 

圍に於ける時間硏究を行ひ,之によって不要作業の摘出をなし,別に定めた標 

準作業に導くと共に,現場に於て常に行ふべき,之等時間硏究の方法を定め, 

以て實施地域の工程管理の確立,勞務者の敎育等に資せんとするものである。

本硏究の實施は,昭和十九年二月,當局定山溪出張所部內,定山溪事業區, 
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地割班192に於てなしたのであって,玆に硏^方法の概要と,結果の一部を記 

する次第である。

本硏究に當り,終始浏敎示を吗った,場長原田博士,並に哲般に亘って御援 

助を與へられた,定山溪出張所長田中技師,並に髙草技手,及び調花の一部セ 

推當された當場坂木而日並に央戶技丁に深甚なる謝意を表するものであるc

11雪上集材作業 ,

•一般に集材作業としては,轉材,木寄,平落し,山落し等と稱され,傾斜セ 

利用して人力により林內に散材・する素村を,一定箇所に集め,之を次の運日-作 

業に引渡すのであるが,冬期辑上運材を行ふ東北地方にありては,之が準備作 

業として,平落し等にて或る程度に•集材せるものを,更にぼ圍と稱［て推立を 

行ふ埸合もある。•

(1)ゝ加岛繁太耶、 管内做省林に於ける伐ホ運材法(二)昭和13年 月林W會報259耽

北海道に於ては,一般に冬期仙:-t上にて集材が行はれるものであって,其の 

方法は,地形| ；•俄あ:荣,伐採木密度,素材の形狀,•樹種,作業者の習償専によ 

り異るも,急勾配又は極道迄の距離近き場合等は,主として人力による簸出即 

轉落集材が行はれ,义氣溫低く,積」•・多前の地域に於ては,構；こよう集村が利 

用され,殊に集材距皓大なる場合は,玉犠に,よる虫出L空村、或は人力にょ 

る,四つ楹,バチ橘ハ利用金があり,時には楹道も造らず,馬匹により自按ぶ 

’曳を行ふ所謂「ヤンチャ」曳等,種々な集材法が採用されてゐる。

口 人力藪出

北海道に於て廣く行はれてゐる,人力北出,即方上平落し作業は之を大別す 

ると,除雪・障碍・物除去(ボサ拔)及び植材の移動(即材,木寄せ)の网つの作 

業から成立し,一園(通常・う〜7名)の作業者が各種の集材用器具を操り,M定 

の集材飾所迄や材の移動と,運や作業に對する準備を行ふも、つで•ちる〇

1集材用器具 、



26

ア材の移動に用ふるもの

土佐鶴(日肝吸)長さ40〇〜500耗重讹2.〇〜3.0此
木寄挺

市(角釣,角口,夠,クジリ)大 苗 長さ200耗內外,重:杭0.8近內外

小 あ 艮さ100耗內外,禾員0.4近內外 

木 廻し(的返し,角廻し,ガンタ,ガッシリ)ノ.

钩(木挾み)材の曳出し,釣上げに用ひるもの

鎧 材の綱曳(の際に用ひ共の形狀によりエビ録,ネコ録,卜

チ鎧擦の莉類がある

綱 材の曳出しに用ひ通常徑20耗內外の麻綱を用ふ

イ障碍物除去に用ふるもの

斧 !R飛1.5JS內外

鸵 以渡250任內外,重・址0.7匿!內外

手 鋸(腰鋸)阳渡3〇〇〜500耗,巾4〇〜60耗 .

ウ除雪,道付用器具 "

丸シャベル 足踏付#2〜3,重最1.5〜2EE ,

2集 材 法’

集材に‘當・りては,林內に於て造材の完了せる素材を移動し,旣設の小道沿,線 

にて,次期作業の玉横:避材に當り,積荷し易き箇所に木直しをなし,粘置くも 

のである。特に傾斜大な為箇所に於ては素材の順落を防ぐ爲,技條等によって,、 

簡單な止木を作り止め催く程度であって,我雪に對する工作等は一般に施さな 

いものである。

W硏究作業 , •

本硏究作業の實施に當っては,次の如き條件に於て行ったものである。

1硏 究 員

表 時 間 研第

作 栗 名

作 架 地

地 況

林 況

作

梁

新

氏 名 年 齢 學 歴 g年败 |以a 响 圍| «5 禾

備 专

純

正

勞

働

時

C1J

作楽WI 配號 耍 素 作 梁
1E 味 心 間

1 ,2 J 3 4 i 壯

集

材

木

直

那

備

除

障

得

物

除

去

----- -

-,
1 1.1,

木

ifc

-

1
•

1

-

集

材

—



第一表 ・ 時 間 硏 究 用 紙 人力蔵由

作 業 名 E 時
年 月 H

研究員------- ーー’ -・・‘• --- •一 S "

作 架 地

地 況

白 至

天 候 溫 度 濕 度 溟 負 共 他

朴

冬
略 圖

運 搬 材 積

豊一齢 學_!堕 經驗年數 胸 圖 閥 m作

業

者

氏 1時長| 樹種・村秫 長サ 徑品等材 積

^
備 考 — —

•

純

正

勞

働

時

間

作業種 紀號 要梁作業
正 味 1呼 1!!]

1 2 3 4 仆

集

材

木

直

将

備

除— ー ーー
1 K

•

—
—

障 

褂 

物 

除 

去

—

—

— —

— 純 

正

働 

© 

間

作莱W 記M 正 味 時 IIIJ
亥 系 •F 不 1 1 2 3 4 叶

木

直

一 - 移移飛
•

動

UW VHI

移

動

— -
-

— -- 」 •

一

普

1¢

11!]

步 行

集

材

-

---- -

---- --
-

整 備

ヽ

不可避損失 一— ---- -

•-

—
可遮我失

— ----—～～・一•
晝 食 -----—----



硏究riとしては,從來措當した筆者及當試驗場?»が之に當った。

2硏究用 器具

秒時 計 ・分

時間硏究用紙 第一表に示す

観測 板

3集材地 狀況

地 況 第二表及第一qwこ示す

第二衰 定山溪都業侦入劇班192地況

面 積； 地 況
ヽ ・' 1

林業地 
ha

計 
lia

摘 要 地立

81.24

驟

81.24

凹!平川左股空沼入より徑路迄(約1200-1500米)は急 

斜地帶にして徑路より帝東は中斜地帶になり,更に海 

拔高400米以上の地迎は次第に倾斜を槍し區.削班190 
の境に近く尼根筋に到り緩斜となる。

土性 砂!I理土
申 軟 適

中

第一圖 地 況
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25 70.3

51 41.4

1 大正七年針菓樹を押度せ

> 126 30 り,一般：に針沏混交關林 

にして,針菓制はエゾマ 

ッ中大徑木を主として卜 

ドマッは概して,中復以下

34 25 に混生叩小徑木を主とす 

•岡菓樹はミヅナラ,オヒ 

ョウ・シナ,マカバ等を 

主とす。尙南部高所はダI
35

t

ケカバ混交多く旦過独林 

にして林fl］不夏なり、

矚: I1［イ

トドマツ 50-150 140 疎 33'2 6311

il!葉榭 50-400, 65, 5.362

.93

林

エソ'マッ 50 ～ 350, 1211 9.830

樹 一 林 视材
狩平均 平均伐

期材松

SB 齢 知

密T~
度

热 11131
...3 心

総

m3
%

林 況 第三我に示す

第三我 定山溪小業區々削班192林況

集材地域狀況 第四表に示す

第四表 集材地域狀话

甲班 .
甲玻の集材地城は澤の左岸,中斜地帶に始り,順次滿に沿ひて豎ること/ 350米,そ

の間の集材を行って後區劇班193と境の喉部に至り集材をなし,更に班界に近く帯急硏

地を250米位進孕て附近の集材を行ってゐる。 、

乙班 ・

乙班の集材地城は潴の左岸,中斜地帶より始まり,順次集材を行ひつ、次第に念斜に 

向って東南へ進み,約300米の間の集材を行ってゐる。

4氣象條件

第五表に示す。

第五表 氣象條件

瞄月日 天 候 6時氣溫 積雪疑 S- 質

1
2月8日

j
雲‘ -3. .•:

' 1 m
J.75 紛 雪

| 2月9日 小 雲 -20 C 2.03 粉 雪
t ;

林 

位

耍摘

听
伐
歩
合
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,3作業方法

本硏究に於ては,先づ作絮者が從來技苫・なりと考へて來た方法により,作笑 

をなさしめ,共の作業者が快適なりと信する工程に基いて,時別組測を行った 

屮は,從來の方法と同様である。

作笑方法としては,始業と共に,ー團(5名)の作業者は,宿舍を出發,徒步 

にて作業现場に到る。此の場合前日よりの秋导狀況により,通路じ：持の目的の・ 

爲に2〜3丁のジャベルを携行し,除害及通路開放を行ふがもあろ。作業者が(乍 

業現」易に到達すれば,理め格納せる集材用貝•を整へ,直に班長の指示により, 

所定の木元に赴き,除ごをなし,目的物の存在を確認し,續いて之が移動に凛 

しての方法を定めて,共れに應ずる障時物の除去,他の素材に對する移動の筆 

備等を行ふ。一方小道沿線の集材箇所の決定と共に,一部の者は,移動路の作 

設,即ち除:壬,障碍物除去を行ふ。之等の木直準備が完了すれば,材の形狀及 

びその狀態によって,全部又は一部の作業者が,木廻し,鳶’何等夫々の器具 

を以て,材の轉動又は匐動を就みる。

此の際,鳶又は鶴を雪上で操作する爲の支材(キリン臺)及び材う狀態にょ 

り障碍物を乘越えるか,又は雪中より移動路面に移行する埸合に用ひる,摺棒 

を伐採木の枝條を以て,豫め製作する。之等の作業を繰返して,、材の方向を變 

へ,又は材を移動させて,所定の位置へ到逹すれば,積荷し易倉狀態に材を揃 

へ,一本の集材作業在完了する。その後,夫々の道具を纏め,次の造材の位置 

に戾り,同樣の作業を績ける。斯くして順次各木元に移り,集材がなさわる。

終業に當•っては,適宜作業地域內の箇所へ道具を格納し,徒步にて宿舍へ戾 

る。 •■ . I

尙劳務者の組織は广組頭の下に各勞務者が屬し,總て事業所の監督下に作業 

に當る。又事業の狀況にもよるが人力藪出作業の勞務者には,直接集材に當る 

者と,横道(小道)作設に當る者とに別けられる場合があり,之等は勞務者の
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閲・格,經驗等によって通常定められる。

集材作業者としては,通常毋に別けられ,一:上は5〜7名にて組縊され,之等 

の班が所定の採面に入り,小迫作設,丄果運材等の作業と連絡セ採りつ'仰、% 

ヵ：進められる。•この賃金の仕拂方法は各班の功程に塞き,玉機運材を完了せる 

材秋によって計算されるものであって,更に班內各勞務者の取徂は,経虻"技 

術年齢等夫々豫め定められた率に恵じて配分される。

6作 業 者

本硏究に於ける作業者は,現を殆ど同・條件の集材地域に於て作業に當る二 

ケ班の者を撰び,之等班內の人的要素は,經驗,技’術,般格,年齢等比較的平 

均される如く配置したのであるが,斯る共同作業に於て,唯數字的な決定は却 

って,目的と反するが故に,極端な取扱は避けたものである。

7器 具

集材用器具は,總て各作樂者が從來使用せるものを採用し,其の主耍なもの 

ゝ仕上り寸法は第二,三,四圖に示す通りである。

第二圖

木 廻 縮尺事。 雅位礼
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8集材素材
集材素材としては,官行によって採材され,所走の地域內に散在せるものを 

取扱ひ,其等の明細は,時間觀測。項に示す通りである。

V標準作業の決定

標準作業の決定に當っては,從來の作業を充分に調禿して,各要素作業を第 

六表の如く定め,尙之を集めて作業種別を明らかにしたものである。

本要素作業中に,キリン裹,招棒等の補助具の作製を含めてあるのは,通常 

府・の移動に當って夫々の場所に於て,適宜之等を用ふる事が多く,然も附近に 

散在する伐採木の枝條を以て之に充當し,使用後は,：專中に埋沒し,或は材の 

下になる等,再使用がなし難い場合も生ずる爲である。•然しキリン’臺に就いて 

は,純然たる補助具として,特に使用し易い樣作られたものを,携行するのが
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正

勞

働

時

間

普

・通

時

間

普通であって,只之のみにては充分でない場合に隨時製作使用するもので&る〇

第六表 人力城出二於ケル要素作莱

純

業種 肥號 要 粢 作 業 分 析

1 X1 ・ゝ
’、除尊 A, 1 除皿スル 村及幣曲物ノ除雪スル

理

木
隠 

直町 

準物

2 障CK”ヲ提斬スル

3 手デ片付ケル

4 停又八咒デ切ル
•

9

5 馬又八ホ荆デ片付ケル •

An 
木

Ao I キリン奏ヲ造ル

2 キリン臺ヲアデカ・tフ

直 3 材ヲ動力ス 材ノ方向ヲ蜒ヘル

材
A 3 
集

A3 • 招怖ヲ造ル 、
・・

2 摺林ヲ置ク

材 3 材ヲ移動スル 材ノ全禮ヲ移動サセル

B 我助» 
非備

B,1 道具ヲ挪メル

移 Bn
必 

. *

Bo 1 木元へ戻ル

2 木元ヲ探ス

動 ,動 3 泳:元ヲ移ル

1步
:

C
行

c 1 宿舍ヨリ現場也步ク

2 現場ヨリ宿舍迄步ク

監 備D D 1 道具修理又八部分品ヲ交換スル

<、

損

E
可避

失

E 1 他ノ作樂夫トノ打合セ

2 一作業後ノ休息

3 排便ス、ル ■ •

、F
可避損失

1 ,

一

& ・食G
・ I •
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一般に材の移動をなす用合には種々の動作が示されるのであるが,ま•を時!出 

観測の封照とするには色々の不便が感ぜられるので,本期査に於ては,要素作 

業を「材を動かす」と「材を移動する」の二つに別け,次の如く定めた。

「材を動かす」 ：

集材に際し,除用,障再物除去等の木直準備作業が完了し,又キリン臺等の 

袖助共の作製も終了して,作業者が目的の材に對して,木廻し,鳶,码等を以 

て移動を,武みる時より,材の先を浮かし,又は材を左右に動かして,下部の源 

結を解き,Hの移動を容易ならしめる操作,並に材の方向を轉ずる動作を「村 

を動かす」要素作業に含む。

「材を移動する」

材の移册準備完了後,地形に應じ轉動,牌落,匐動等の諸動作を以て,材・を 

移動し,所定の場所に破く迄の動作を「材を移動する」要素作業に含む。但し 

此の場合,集積箇所に於ける,止木の製作及び共の操作は本作業に包含する。

VI關係因子の調査

1氣 溫

冬期作業である關係上,氣溫の影響は全作業に及ぼされるものであって,殊 

に作業者の體：質に關係すること大にして,尙除零 材の移動等の作業に於て, 

氣溫による雪質の變化は,功程に著しい差異を示すものである。一般に作業期 

間の氣溫としては,—5〜ー15Cの範圍であるので,本硏究に於ては比較的低溫 

時に就て行ったものである。

2雪質及び我雪址

氣溫による雪質の變化は,除雪に際して影響する處大であるが,槪して作業 

期間中は粉雪が多く,之は濕雪に比して,除雪所要時間は少いものである。仙 

雪量の大小は,やはり除雪所要時間に關係するが,本研究に於ては,素材上5〇 

〜80cmの脆圍であった爲,その所要時間は,勞働時間の中相當宛に昇ってゐる
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のである。

3他の作業者

人力集材作業に於ては,一般に一團の作業者が定められた地域內に於てのみ 

作業をする爲,他の一團との交涉は始どなく,之による作業の影霽は見受られ 

ない位である。 、

4關係作業

本作漿に於ては,作業中直接の例聯を有する他の作業はないが,造材の巧拙, 

小道の作設狀態等は,大なり小なり影縛を表はすもので・ある。

vn時間觀測

本硏究に於ける時間觀測は,前述の要素作業に從ひ,繼績法により測定を行 

ったもので,之が結果は第七表に示す通りである。

時間観測に當っては,ーケ班4〜5名なる爲,各作業者が常に同一の動作を示 

さないので,-•定時仰に對して,異なった作業種別に,從事した人目の割合に 

よって,所要時間を定めたものである。

正味駿間の査定に當っては,特に・甫正,採等の處形は行はず,測定時間を、 

以てiE味時間とした。之等觀測座の平均を示せぱ第八表の通りである〇

切摘 要

1人力域出の時間硏究實施に當りては,定山溪出弓長所都內,定山溪事業區, 

區剳班192內に於いて行った〇

2硏究作業は從來作業者が最善と信ずる方法により作業をなさしめ,之を 

要素作業に分拆したる後,時間硏究を行ひ,標準作業に導くことを目的と,した。

3作業者の撰定に當・っては,經驗,體格,技倆等を參酌し,作業能力の比 

較的平均した班をニケ組織した〇

4時間觀測の方法は繼緻法により行った。

う全作業時間中,純正勞働時間は,他の林內作業と同様78%,普通時間は
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所要時110

7 ～

41
5

3 r

230一"

j:儿査年月日 昭和19 •年2月8日 作業者名

ー〒・任节
!勿£ 備 — 0.78
可避 «1 失 1 — 0.39、

可 篮 弱 失‘ 5 — 1.94
喪 食 — — —
合 [H- 28 — 10乎

終・ 合 叶 258 — ［〇〇〇〇

.正・1V K•二
對する割合

26.52%
、・匸

-.

项忑3
ハ

,・、「「

し’•

-100.00～
・普・ 

id 
時 

間

運 搬 材 積
・ ー ー ・ ー 、 .

樹 稀 材 種 長 サ ,徑 品 笹 材’ 積

アカエ ゾ 丸 太 12尺 1.85 尺
石
4,11

・ft 〃 18 1.45 392

〃 〃 〃 1.20 307

•/ 12 1.50 • 2 70

〃 〃 1.25 188

ク ク 0.95 103

〃 〃 24 1.40 376 .

〃 〃 12 1.75 3〇8 '

り 24 1.85 657

り 12 1.80 389

21 1.90 606

計 、 4072 !
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第七表ノニ

御底年月日 昭和I9年2月8 H 作業 者名\ 乙 班(5名:

勞働の «類 所要時IH]
充正作彙!こ 

珂する割合
金作乘に對 
する割合

か偉木血时 I 70分 29.54% 27.6/%
魏集舉備阡 理物除去 I. 一 I6 6.75 6.32
正 木 血 83 35.02 32.81-
労材"、、 材 54 22.78 21.34

叶 223 94.09 88.14
♦ 8移り 軍 備 — — ー ー •Rfc 1ク 孩
’助町 動 ーー」4 5.91 5.53 マ

国. 艸 —I4 5.91 5.53
合 計 237 100.00 93.68

9,,步 行 — 一
,整

備 -
__

'ー
池不 可避 ill 失 I6 — 6.32
時可 ® 扒 失 — 一ー ーーー______ ー ー
同％ 众 -- —

叶 16 — 6.32
總 合 253 — 100.00

迎 撤 材 穢

樹 種 材 種 長 サ 徑 品 等 材 積

石
アカエゾ 丸 太 24尺 1.50 尺 4 32

〃 〃 〃 1.75 5：88
〃 り ,〃 1.35 350
〃 12 0.90 97

ト ドマ ツ 〃 〃 1.45 2,57
リ 〃 〃 1.53 2.70
〃 〃 〃 1.20 1 73

ク d エ ゾ 〃 21 1.35 3 05
〃 〃 ・ 〃 1.20 2.42

〃 〃 1.50 3 78
〃 30 1.30 勺匹

ァカエラ’ 〃 〃 1.30 406
〃 21 1.60 4り0

〃・ 〃 12 1.70 3.47
トドマ・ッ 〃 24 1.45 4：04
アカエソ’ 〃 27 1.70 6 24

ト ドマ ッ 〃 24 1.80 6.22
ア方エゾ 〃 〃 1.30 3：24

計 66.51
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第七表ノ四

牌充年月日, %1和19年2 月9日 作業・名 乙

全
す

班

作
〇

(5名)

輦にか

割合労 m の « 類 所要時|»] 粧正
Wす

作業に 
る割合

M木迎除 ffi 144分 34.53% 24.16?；
純,發晒備哗«}•构除去 31 7.43 5.20
正 木 if£ 回… 38.61 27.01
勢村&

材 73 17.51 12.25
叶 409 98.03 68.62

U,J f, |ー 穆 助 m 備 \ 0.24 0.17
時寫枚

動 7 1.68 1.18
問・丄 ■ 肝 8 1.92 "-1.35 一

合 ；ii- 417 100.00 69.97
•售・・ 搭

66 ヽ
—

11.07 _

通宗可
•過 m 失 — 3.69

時可・ 唾 狙 失 —
刀

一 一ー15.27 一
1：,1ー合

叶 179 — 3Q.03
總 j- 596 — 100.00

運 搬 材 積

樹 類 材 種 長 サ1 徑 品 ざ 材 積

T カエ ゾ: 丸 太 24尺 1.35 尺
在
3 50

〃 〃 27 , 1.30 365
一"______ 〃 24 175 1 588

〃 〃 〃 1.75 58S
〃 〃 12 1.20 r 1 73
〃 » 〃 24 1.25 ♦ 300
〃 〃 〃! 1.60 4 93

〃 12 1.00 120
〃 〃 〃 ! 0.85 1 1 87

〃 〃 1.35 2 19
〃 〃 2.10 5：29

〃 〃 21 1.75 5：15
〃 〃 1.40 \ 3:29
〃 〃 24 2.25 9尸
〃 〃 12 0.85 ：87
〃 〃 〃 0.60 49
〃 " 27 1.75 662
〃 〃 〃 1.20 361 1
〃 〃 〃 1.25- 383
〃 〃 24 1.50 4 32
〃 〃 12 0.80 77
〃 〃 〃 1.10 145
〃 〃 〃 1.20 173
〃 〃 〃 1.05 123
〃 〃 7 1.40 176
〃 〃 21 1.50 3 78
〃 〃 15 1.95 570
〃 〃 27 1.40 4 25

• 計1. 9623
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第八表 人力薮出二於ケル時曲硏究

區 則 班 定山渓事業號192

即充年 月 日 口昭和け年2月8日玉昭和19年2月9 H

平均集材而積 1.50ha

平均集村本數 36木

平均集材材積 129.68石

一声宿 石( 數 3.60石 ,

平 均 人 員 5名

集 材 久 密 度 86.45C/i,a •

勞 働の種類 所所時間
桩正作業に 

1貯する割合
を作業に對 
する割合

純 集
木直除 緯

浦分 30.85% 24.02%

理備’障砰物除去 22 4.82 3.75 .

正 木 if£ 143 31.29 24.36

勞
材

集 、 材 128 28.01 21.80

働

■■1- 434 94.97 73.93

移 移動酒備 、2 0.44 0.34 -
X 〇

作 移 動 21 4.59 3.58

業
；«• 23 5.03 3.92

合 ・ 叶 457 100.03 77.85

普
歩 行1 53 """ 9.03

’整 備 J 
f , 1 .■

0.17
瓶

不 可避扌賀 失 18 3.07

可 避 抵 失 2 ーー ■ 0.34

間’
控 食 - 9.54

合 叶 130 22.15

饱 合 计 537 -.1 100.00
一ー ,・一・—ーー …

39

22%を示した。

(J純正勞働時間中,雑大を示したのは,木直にして24.36%,巢材には21.80 

%であり,準備作業である除0には,紡#抵の多かったのと,降9中の作業で 

あった爲,24.02%と云ふ大なるイ仕を示してゐる。

7

8

集材木密度に關係する移動時間は3.58%にして,比較的僅少な値である。 

普通時間中,不可避損失は3.07%,可避損失は殆どなく 〇•34%を示し,

共の他步行は9.03%,志員は9.54%,整備は0.17%を示.してゐる。
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旣 刊 彙 報

北海道產主要林木の種子•精選に就て(第一報I・ドマッ科！第一號 1
子の精世)

II
二三林木に對する生長ホルモン削の應;用に就て

第二號

エゾマツカサアブラの被倂狀況に就て

エヅマツ類に寄生するカサアブラムシに就て

森林害蟲と防除法第三號

Metzger の法則に就てI第四號

板の巾の收縮n

エゾマツ母俗病防除式驗に就て

エゾマツカサアプラの機械的防除試驗に就て

トドマツ,エゾマツ飢子貯載試驗經過報告

トドマツ’エゾマツ類の根に寄生するアブラムシ類に就て

第五號I /トドマツ樹皮疱狀物より得らるゝ「バルサム」の採集に關 

する硏究 ’ .

IIエゾマッ,アカエゾマッ,樹脂の採集に就て

第六號［析零の機械的諸性質と播の抵抗に就て

n冬期運材事業に於ける時間硏究(1.玉權運材に就て)

第七號 異鄕土樹植の生育經過’調査報吿

I札幌国山公園に於けるスギ,クヌギ,キリの生直經過

H新冠御舟地に於けをヒノキ,スギ,朝鮮五葉松とトドマッ 

植栽木の生長並並に構成狀態の比較

0新冠御料林に於ける赤松の造林成績に就て .

第 八 號 北方日本產有審菌就圖說

昭和二十一年十月一日印刷

昭和二十一年十月一日發行

帝室林野局北海道林業試驗場
(北海道•札幌)

札幌市北一條四三丁目二番施 

印刷人(能札46)山 中 次 郞

印刷所 會嘉文榮堂印刷所
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